
データ数 （件）

年 労働災害 公衆災害 計
平成30年（2018） 31 19 50

平成31年・令和元年（2019） 36 22 58
令和2年（2020） 40 21 61
令和3年（2021） 28 19 47
令和4年（2022） 38 33 71
令和5年（2023） 26 16 42
令和6年（2024） 30 15 45
計 229 145 374

※交通事故３件は、当事者（⼯事関係者）も被災しており、両⽅にカウントした。

事故分類 （W）労働災害
事故種類による区分 細別
（1）墜落・転落・滑落　　　［32件］
（2）飛来・落下物　　　　　［10件］
（3）転倒・捻挫・ひねり　　［28件］
（4）挟まれ・打撲・切創　［97件］
（5）熱中症・体調不良　　［14件］
（6）倒壊・積荷落下　　　［15件］
（7）土砂崩壊　　　　　　　［2件］
（8）建設機械　　　　　　　［53件］

（8）－①　掘削機械　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［13件］
（8）ー②　クレーン（バックホウのクレーン仕様を含む）　［25件］
（8）－③　特殊機械（杭打機、舗装機械等）　　　　　　　［5件］
（8）－④　小型機械（削孔機、ボーリングマシン、その他）　［10件］

（9）車両運転　　　　　　　［20件］
（9）－①　通勤・連絡車　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［3件］
（9）－②　運搬車両　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［17件］

（10）工具取り扱い　　　　［31件］
（10）－①　肩掛け式草刈り機　　　　　　　　　　　　　　　　［4件］
（10）－②　切断・切削・削孔工具　　　　　　　　　　　　　［20件］
（10）－③　打撃工具　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［7件］

（11）蜂刺され、動物被害　［3件］
（12）溺れ、落水　　　　　　［4件］
（13）有毒ガス中毒　　　　［1件］
（14）感電・漏電　　　　　　［1件］
（15）爆発　　　　　　　　　　［0件］
（16）もらい事故・交通事故　［2件］

テーマ番号 ④安全計画・安全管理 

 

北陸地方整備局管内で発生した工事事故の分類整理データの活用について 

 

                   ［２工事共同発表］ 

工 事 名 令和 4・5 年度向山洞門補修工事 

令和 5・6 年度三段滝地区洞門補修工事 

工事場所 新潟県糸魚川市歌及び市振地先 

会 社 名 創和ジャステック建設㈱ 

発 表 者 （２工事代表）監理技術者 小池 善行 

 

１．はじめに 

北陸地方整備局では、管内で発生した工事事故について発生状況、原因、写真・図と合わせて

簡潔に１件毎の個票に整理し、発生年毎にとりまとめホームページにて公表されている。これを

弊社・安全管理者が過去７か年、３７４件分のデータを事故の種類毎に分類整理し、高田河川国

道事務所発注の洞門補修工事を含め、当社が施工する工事での安全教育・訓練等において活用を

図った取り組みについて紹介する。 

 

２．取り組みの概要・狙い 

北陸地整ホームページでは発生した事故について各年毎に「発生月日の順」でとりまとめ、生

産性向上説明会資料として過去７か年分が掲載されている。この資料を個票に分割し、「労働災

害（人身事故）」と「公衆災害（第三者物件の損傷等）」に区分したうえ、さらに事故の種類や

内容毎に分類した。これを閲覧が容易となるよう分類毎にひとつの PDF として再度統合してとり

まとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事故分類 （W）労働災害

作業種類・作業場所による区分

（1）クレーン玉掛け・据付時　　［21件］

（2）異形ブロック製作時　　　　　［8件］

（3）除草、伐木伐採時　　　　　［15件］

（4）護岸における作業時　　　　［5件］

（5）斜面・法面における作業時　［10件］

（6）足場・階段における作業時　［11件］

（7）はしご・脚立による作業時　［6件］

（8）砂防工事現場　　　　　　　　　　　［14件］

（9）トンネル工事　　　　　　　　　　　［15件］

事故分類 （P）公衆災害
事故種類 細別
（1）架空線損傷　　　　　　　　［26件］

（1）－①　バックホウによる損傷　　　　　［20件］
（1）－②　ユニック・クレーンによる損傷　［2件］
（1）－③　ダンプトラックによる損傷　　　　［4件］

（2）埋設物損傷　　　　　　　　［38件］
（2）－①　バックホウによる損傷　　　　　［19件］
（2）－②　舗装切断・削孔機による損傷　［10件］
（2）－③　杭・矢板打設時の損傷　　　　　［3件］
（2）－④　人力作業による損傷　　　　　　［6件］

（3）地上物件・建造物損傷　［36件］
（3）－①　バックホウによる損傷　　　　　　［10件］
（3）－②　作業車両・除雪車による損傷　［15件］
（3）－③　運搬車両による損傷　　　　　　　［8件］
（3）－④　肩掛け式草刈り機による損傷　［2件］
（3）－⑤　その他　　　　　　　　　　　　　　　［1件］

（4）第三者事故（歩行者等）　［3件］

（5）交通事故・一般車両の損傷　［43件］
（5）－①　通勤・連絡車による事故　　　　［6件］
（5）－②　運搬車両による事故　　　　　　［11件］
（5）－③　作業車両・除雪車による事故　［13件］
（5）－④　肩掛け式草刈り機による事故　［6件］
（5）－⑤　その他　　　　　　　　　　　　　　　［7件］

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

400 件近くの事故の事例を集約し分類することで、多発している事故の種類や傾向、その原因等に

ついて理解することができる。また、特異なケースについても留意すべき事例として再認識できる。 

そして、施工中の個々の工事の内容・施工条件等を踏まえ、懸念される課題等に応じて「事故の種

類」「作業内容」等の分類から事故事例を適宜選択し、安全教育訓練や作業開始前のミーティング等

において参加者に提示・注意喚起等を行うこととした。 

 

なお、資料の取りまとめ整理は本社にて作業を行った。これは各現場の課題・ニーズに応じて活用

可能な資料をバックオフィス（後方支援）として提供することで、毎月の安全教育訓練のための準備

等に要する現場技術者の負担軽減にもつなげることを狙ったものである。 

 

３．洞門補修２工事における安全教育での活用 

   「向山洞門」「三段滝洞門」の補修にあたっては、二つの現場とも、 

  〇 狭隘な洞門内で片側交互通行規制を行いながらの施工を余儀なくされること。 

  〇 梁・柱部の補修では、足場上の作業となること。 

  〇 資機材の吊り上げ、吊りおろしが頻繁に行う必要があること。 

  〇 既設構造物のはつり、ケレン、切断等の作業では、人力操作の機械・器具を多く取り扱うこと。 

 

   これらを踏まえ、公衆災害として「交通事故・一般車両の損傷」を、労働災害の事故形態種類別

では「墜落・転落」「建設機械」「工具取り扱い」を、労働災害の作業種類別では「クレーン玉掛け作

業時」の事故を想定し、これらの事故事例をもって重点的に注意喚起を行った。 

 

４．分類整理したデータ全体を見た事故の特徴・留意事項等 

分類整理されたデータ全体の中から、特徴的な傾向が見え、特異な例もあるが留意すべきと気

付かされた事例も見受けられた。 

 



 ① 事故の形態から見ると、「挟まれ・打撲・切創（97 件）」が最も多く、工具取り扱い時や建

設機械の補助作業時において本人の不注意や他者との意思疎通を欠いたことが原因で事故を

起こしている例が多い。 

 

 ② 「墜落・転落・滑落（32 件）」「転倒・捻挫・ひねり（28 件 」による事故は、墜落制止用

器具の不適切な使用や、梯子・脚立の固定の不備、安全通路の不備によるものが多い。 

 

③ クレーン作業時（バックホウのクレーン仕様含む）において玉掛け作業員が被災する事故が多 

発（21 件）しており、吊り荷の落下や振れ、ワイヤーロープに指を巻き込まれることなどにより、 死亡

事故や骨折、指を切断するなどの重大事故が起こっている。  

 

 



 ④ 架空線損傷事故の原因の 8 割近くは「バックホウのブーム（16 件） 」を持ち上げたまま移動させたこ

とによるもので、残りは「ユニック車のブーム（2 件） 」「ダンプトラックの荷台（4 件） 」を降ろさずに移

動させたことが原因となっている。 

 

 ⑤ 肩掛け式草刈り機の使用中、人身事故（4 件）、地上物件損傷（2 件）、飛び石による通行車両の損

傷（6 件）が発生している。  

 

５．まとめ 

あらためてとりまとめられた事例を見ると、事故の種類や作業内容を問わず、共通して『ほんのちょっ

とした不注意・不安全行動』が大きな事故、怪我につながっている。中には痛ましい事例も含まれている

が、これらを教訓としてこれからも安全教育・訓練等で活用を図っていきたいと思う。 

また、過去７か年分の北陸地方整備局事故事例では、大型動物による被害は発生していないもの

の、昨今は熊による人的被害が中山間部だけで無く市街地でも発生しており、こちらについても今後は

重点安全対策のひとつと捉えて取り組んで行きたいと思う。 

 

 

 


